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２
０
１
２
年
２
月
７
日 

古
典
教
室
・
最
終
回
の
要
綱
と
資
料 

 
 マ

ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
以
後
の
理
論
史
（
レ
ジ
メ
） 

  

一
、
古
典
学
習
の
基
本
姿
勢
―
―
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
現
代
に
生
か
す 

 

二
、
継
承
者
と
し
て
の
レ
ー
ニ
ン
の
態
度 

 

三
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
」
の
名
で
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論
を
別
個
の
理
論 

 

体
系
に
お
き
か
え
た
。 

 

イ
、
経
済
学
と
世
界
論
。「
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
」
の
理
論
。 

ロ
、
社
会
主
義
の
理
論
。
ソ
連
の
現
体
制
を
絶
対
的
モ
デ
ル
に
。 

ハ
、
革
命
論
。
武
力
革
命
が
革
命
の
普
遍
的
原
則
。
多
数
者
革
命
路
線
の
抹
殺
。 

ニ
、
世
界
観
。
ス
タ
ー
リ
ン
・
テ
ー
ゼ
（『
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
』） 

 

四
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
後
継
者
た
ち
（
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
以
後
）。 

覇
権
主
義
と
専
制
主
義
と
同
時
に
、
理
論
体
系
の
基
本
も
受
け
継
い
だ
。 

 

五
、
日
本
共
産
党
の
闘
争
。 

干
渉
主
義
に
反
対
す
る
と
同
時
に
、
自
主
独
立
の
立
場
で
全
戦
線
に
わ
た
っ
て
科
学
的
社
会
主

義
の
本
来
の
立
場
を
取
り
戻
す
理
論
闘
争
に
取
り
組
ん
だ
。 

そ
の
国
際
的
位
置
。 
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〔
資
料
１
〕
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
対
す
る
態
度 

 

レ
ー
ニ
ン
の
場
合
。 

「
私
は
、
生
涯
の
う
ち
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
日
和
見
主
義
的
だ
と
い
っ
て
、
せ
っ
か
ち
に
非
難
す
る
の
を

非
常
に
た
く
さ
ん
見
う
け
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
非
難
に
た
い
し
て
は
き
わ
め
て
不
信
な
態
度
を
と
っ
て

い
ま
す
。
ま
あ
や
っ
て
み
た
ま
え
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
証
明
し
た

ま
え
!! 

と
。
証
明
は
で
き
な
い
の
で
す
！ 

『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
序
文
は
ど
う
で
す
か
？ 

あ
な
た
は
、
こ
の
序

文
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
意
志
に
反
し
て
ベ
ル
リ
ン
で
ゆ
が
め
ら
れ
た
こ
と
を
、
知
ら
な
い
の
で
す
か
？ 

ほ

ん
と
う
に
こ
れ
は
ま
じ
め
な
批
判
で
し
ょ
う
か
？ 

ベ
ル
ギ
ー
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
の
彼
の
声
明
で
す
か
？ 

い
つ
？ 

ど
こ
で
？ 

ど
ん
な
言
明

で
す
か
？ 

私
は
知
り
ま
せ
ん
。 

い
や
、
い
や
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
無
謬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ル
ク
ス
も
無
謬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
が
、

彼
ら
の
『
誤
り
』
を
指
摘
す
る
に
は
、
こ
れ
と
は
ち
が
っ
た
仕
方
で
、
そ
う
で
す
、
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た

仕
方
で
取
り
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
い
と
、
あ
な
た
は
ひ
ど
く
ま
ち
が
っ
て
い
る
の

で
す
。」 

 
 
 

イ
ネ
ッ
サ
・
ア
ル
マ
ン
ド
ヘ 

一
九
一
六
年
一
二
月
二
五
日 
全
集
［
３
５
］
２
８
１
ペ
ー
ジ
） 

 

ス
タ
ー
リ
ン
の
場
合
。 

「
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
な
に
か
。 

レ
ー
ニ
ン
主
義
は
、
帝
国
主
義
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
時
代
の
マ
ル
ク
ス
主
義
で
あ
る
。
も
っ
と
正

確
に
い
え
ば
、
レ
ー
ニ
ン
主
義
は
、
一
般
的
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
理
論
と
戦
術
で
あ
り
、
特
殊
的

に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
執
権
の
理
論
と
戦
術
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
活
躍
し
た
の
は
、

発
達
し
た
帝
国
主
義
が
ま
だ
な
か
っ
た
革
命
前
（
わ
れ
わ
れ
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
こ
と
を
い
っ
て
い

る
の
で
あ
る
が
）
の
時
期
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
革
命
の
た
め
に
訓
練
す
る
時
期
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
が

ま
だ
直
接
的
、
実
践
的
に
不
可
避
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
マ
ル
ク
ス
と
エ

ン
ゲ
ル
ス
の
弟
子
で
あ
る
レ
ー
ニ
ン
が
活
躍
し
た
時
代
は
、
発
達
し
た
帝
国
主
義
の
時
期
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
革
命
の
展
開
期
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
が
す
で
に
一
国
で
勝
利
を
お
さ
め
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
を

う
ち
く
だ
い
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
民
主
主
義
の
時
代
を
、
ソ
ビ
エ
ト
時
代
を
ひ
ら
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
レ
ー
ニ
ン
主
義
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
い
っ
そ
う
の
発
展
な
の
で
あ
る
」 

（『
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
基
礎
に
つ
い
て
』
一
九
二
四
年
四
月
～
五
月 

ス
タ
ー
リ
ン
全
集
⑥
８
６
ペ
ー
ジ
）。 
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〔
資
料
２
〕
日
本
共
産
党
の
理
論
的
発
展
の
節
目 

 

６
０
年 

 
８
１
カ
国
の
共
産
党
・
労
働
者
党
の
国
際
会
議
。
声
明
を
採
択
。 

６
１
年 

 

８
大
会
。
党
綱
領
採
択
。 

社
会
の
段
階
的
発
展
論
。 

多
数
者
革
命
路
線
。 

６
３
～
６
４
年 

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
論
。 

６
４
年 

 

干
渉
主
義
の
批
判
。 

６
６
年 

 

国
際
統
一
戦
線
論
。 

６
７
年 

 

武
力
革
命
原
則
論
批
判
。 

毛
沢
東
路
線
批
判
。 

６
８
年 

 

「
社
会
主
義
」
の
名
に
よ
る
侵
略
批
判
（
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
事
件
）。 

６
９
年 

 

千
島
問
題
の
理
論
的
・
政
策
的
解
明
。 

７
０
年 

 

１
１
大
会
。
人
民
的
議
会
主
義
。 

社
会
主
義
の
政
治
体
制
論
。 

７
３
年 

 

１
２
大
会
。
農
業
集
団
化
批
判
。 

７
６
年 

 

１
３
大
会
。「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
」
の
呼
称
廃
止
。 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
執
権
問
題
。 

「
自
由
と
民
主
主
義
の
宣
言
」。 

７
７
年 

 

１
４
大
会
。
今
日
の
段
階
は
「
世
界
史
的
に
は
、
ま
だ
そ
の
生
成
期
を
経
過
し
つ
つ
あ
る
に
す 

ぎ
な
い
」（
生
成
期
論
）。 

８
０
年 

 

１
５
大
会 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
略
批
判
。 

８
１
年 

 

ソ
連
大
国
主
義
の
歴
史
的
決
算
。 

８
５
年 

 

１
７
大
会
。「
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
」
規
定
の
廃
棄
。 

９
１
年 

 

ソ
連
崩
壊
―
‐
覇
権
主
義
の
崩
壊
と
し
て
歓
迎
。 

９
４
年 

 

２
０
大
会 

綱
領
改
定
。 

ソ
連
論
・
社
会
主
義
と
は
無
縁
の
人
間
抑
圧
型
社
会
だ
っ
た
。 

９
９
年 

 

野
党
外
交
路
線
（
異
な
る
世
界
観
を
も
つ
文
明
と
の
共
存
と
接
近
へ
の
実
践
的
踏
み
出
し
）。 

０
２
年 

 

市
場
経
済
と
社
会
主
義
の
問
題
の
解
明
。 

０
４
年 

 

新
綱
領
採
択
。
世
界
論
。 

未
来
社
会
論
。 
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〔
資
料
３
〕
一
九
七
〇
年
・
第
一
一
回
党
大
会
の
決
定
か
ら 

 

★
大
会
決
議
「
七
〇
年
代
の
展
望
と
日
本
共
産
党
の
任
務
」 

第
一
一
節
「
民
主
主
義
の
擁
護
と
日
本
共
産
党
の
態
度
」
か
ら 

「
わ
が
党
が
め
ざ
す
新
し
い
日
本
に
お
い
て
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
制
約
を
打
破
し
て
、
国
民
の

民
主
的
な
権
利
と
自
由
、
政
治
的
民
主
主
義
の
制
度
は
さ
ら
に
発
展
さ
せ
ら
れ
、
強
固
に
保
障
さ
れ
る
。 

（
イ
）
わ
が
党
は
、
主
権
在
民
の
徹
底
し
た
実
現
を
め
ざ
す
立
場
か
ら
、
議
会
制
民
主
主
義
を
は
じ
め

と
す
る
政
治
的
民
主
主
義
の
擁
護
と
発
展
を
一
貫
し
て
重
視
し
、
国
の
政
治
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
、
独

立
・
民
主
日
本
に
お
い
て
も
、
社
会
主
義
日
本
に
お
い
て
も
、
『
名
実
と
も
に
国
会
を
国
の
最
高
機
関
と

す
る
人
民
の
民
主
主
義
国
家
体
制
』（
綱
領
）
を
基
本
と
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
。 

（
ロ
）
独
立
・
民
主
日
本
で
は
、
暴
力
で
人
民
の
民
主
主
義
制
度
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
行
動
を
と
ら

な
い
か
ぎ
り
、
政
府
に
批
判
や
反
対
の
態
度
を
と
る
政
党
を
ふ
く
め
て
、
す
べ
て
の
政
党
に
た
い
し
て
、

活
動
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
し
、
選
挙
で
国
会
の
多
数
を
え
た
政
党
が
政
権
を
担
当
す
る
こ
と
も
、
制
度

上
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。 

言
論
・
表
現
・
出
版
・
集
会
・
結
社
の
自
由
は
国
民
の
基
本
的
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
、
は
た
ら
く
人

民
が
こ
れ
ら
の
権
利
を
現
実
に
享
受
で
き
る
よ
う
に
、
実
際
の
物
質
的
保
障
も
確
立
さ
れ
る
。 

（
ハ
）
こ
れ
ら
の
民
主
主
義
的
達
成
は
、
労
働
者
階
級
の
権
力
が
樹
立
さ
れ
る
社
会
主
義
の
日
本
に
も

発
展
的
に
継
承
さ
れ
る
。
社
会
主
義
日
本
に
お
い
て
も
、
共
産
党
の
一
党
制
度
は
と
ら
ず
、
社
会
主
義
建

設
を
支
持
す
る
政
党
と
協
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
主
義
を
批
判
す
る
政
党
も
一
般
に
は
禁
止
さ

れ
ず
、
言
論
・
表
現
・
出
版
・
集
会
・
結
社
の
自
由
、
信
教
の
自
由
も
保
障
さ
れ
る
。
し
か
し
、
不
法
な

暴
力
的
手
段
で
社
会
主
義
制
度
の
転
覆
を
た
く
ら
む
反
革
命
勢
力
が
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
の
は
、
当

然
で
あ
る
。 

民
主
主
義
の
問
題
に
た
い
す
る
わ
が
党
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
党
利
党
略
的
な
当
面
の
打
算
に
も
と
づ

く
も
の
で
は
な
い
。
独
立
・
民
主
日
本
に
お
い
て
も
、
社
会
主
義
日
本
に
お
い
て
も
、
国
民
の
民
主
的
自
由

と
政
治
的
民
主
主
義
を
一
貫
し
て
保
障
し
、反
動
的
な
思
想
や
潮
流
に
た
い
し
て
も
基
本
的
に
は
言
論
と
思

想
の
た
た
か
い
で
こ
れ
を
克
服
す
る
態
度
を
と
る
こ
と
が
、
国
民
の
多
数
の
確
固
と
し
た
支
持
の
も
と
に
、

新
し
い
社
会
の
真
の
安
定
と
発
展
を
か
ち
と
る
道
で
あ
り
、社
会
主
義
の
建
設
を
め
ざ
す
労
働
者
階
級
の
政

治
的
支
配
を
、
本
当
の
意
味
で
実
現
し
強
化
し
て
い
く
道
で
あ
る
」。 

 ★
中
央
委
員
会
報
告
か
ら
（
報
告
者
・
宮
本
顕
治
書
記
長
） 

「
レ
ー
ニ
ン
は
ロ
シ
ア
革
命
に
お
い
て
、
ソ
ビ
エ
ト
権
力
を
反
革
命
か
ら
ま
も
る
必
要
か
ら
、
普
通
選

挙
権
の
制
限
な
ど
、
政
治
的
民
主
主
義
に
一
定
の
制
限
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
も
、

こ
れ
が
ロ
シ
ア
革
命
の
特
殊
な
状
況
下
で
と
ら
れ
た
、
い
わ
ば
ロ
シ
ア
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
を
い
つ
も

強
調
し
、
あ
と
か
ら
く
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
の
他
の
革
命
が
機
械
的
に
そ
の
や
り
か
た
を
ま
ね
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
な
ん
べ
ん
も
警
告
を
発
し
ま
し
た
。
…
…
つ
ま
り
、
か
れ
は
、
ロ
シ
ア
革
命

に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
［
執
権
］
の
あ
り
か
た
を
、
け
っ
し
て
先
進
的
な
資
本
主
義
国
の
革
命
で
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そ
の
ま
ま
ひ
き
う
つ
す
こ
と
を
い
さ
さ
か
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
と
は
別
個
の
形

態
で
の
す
す
み
か
た
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
て
い
ま
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
ロ
シ
ア
革
命
は
、
地
球
上
最
初
に
搾
取
制
度
を
打
破
し
て
社
会
主
義
社
会
を
う
ち
た
て
た
革

命
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
レ
ー
ニ
ン
に
指
導
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
労
働
者
階
級
と
そ
の
前
衛
党
の
偉

大
な
事
業
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
史
上
に
新
し
い
時
代
を
ひ
ら
い
た
偉
大
な
成
果
で
あ
り
、
社
会
主

義
の
普
遍
的
な
法
則
に
属
す
る
も
の
を
う
ち
た
て
ま
し
た
。
…
… 

し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
日
本
の
未
来
に
お
い
て
、
新
し
い
日
本
に
お
け
る
政
治
制
度
の
具
体
的
あ
り
か

た
、
言
論
、
表
現
、
出
版
、
集
会
、
結
社
な
ど
の
基
本
的
人
権
の
あ
り
か
た
、
民
主
主
義
の
あ
り
か
た
に

つ
い
て
、
ロ
シ
ア
革
命
に
あ
っ
た
そ
の
も
の
の
く
り
か
え
し
を
要
求
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
明
白
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
に
ま
た
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
民
主
主
義
の
階
級
的
本
質
の
相
違
と

同
時
に
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
、
科
学
的
社
会
主
義
は
、
人
類
の
達
成
し
た
こ
れ
ま
で
の
価
値
あ

る
も
の
の
集
大
成
で
あ
る
と
い
う
大
き
な
命
題
に
た
っ
て
考
え
る
場
合
に
は
、
人
類
が
封
建
社
会
か
ら
資

本
主
義
社
会
に
す
す
む
過
程
の
な
か
で
う
ち
た
て
た
代
議
制
度
、
こ
の
代
義
制
度
を
新
し
い
社
会
の
な
か

で
、
よ
り
質
的
に
高
い
も
の
に
改
造
す
る
こ
と
は
、
人
類
の
、
価
値
あ
る
遺
産
の
合
法
則
的
な
発
展
を
望

む
科
学
的
社
会
主
義
と
し
て
の
基
本
的
な
理
念
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
主
義
社
会
に
な
っ
て

も
、
階
級
闘
争
が
な
お
存
在
す
る
条
件
の
な
か
で
、
社
会
主
義
制
度
に
批
判
的
な
勢
力
に
た
い
し
て
、
行

政
的
な
規
制
を
第
一
義
と
し
な
い
で
、
思
想
と
言
論
に
よ
る
啓
蒙
や
闘
争
を
主
と
し
て
、
そ
し
て
こ
の
方

向
に
よ
っ
て
、
国
民
の
多
数
者
を
人
民
的
権
力
や
社
会
主
義
権
力
の
周
囲
に
結
集
し
て
強
大
な
社
会
主
義

統
一
戦
線
を
つ
く
る
こ
と
は
理
論
的
に
ま
っ
た
く
可
能
で
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
提
起
し
て
い
る
命
題

は
、
こ
う
し
た
進
ん
だ
資
本
主
義
国
で
の
社
会
主
義
革
命
に
お
け
る
新
し
い
実
験
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ

れ
は
、
社
会
発
展
の
科
学
的
原
則
の
わ
く
の
な
か
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
恣
意
（
し
い
）
的
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
う
い
う
や
り
か
た
を
他
国
の
革
命
に
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る

も
の
で
は
、
い
さ
さ
か
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
達
し
た
資
本
主
義
国
の
条
件
に
応
じ
た
新
し
い
可
能
性
の

探
究
が
、
今
日
の
状
況
で
は
可
能
で
あ
る
し
、
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
新
し
い
ビ
ジ
ョ

ン
を
、
日
本
の
社
会
主
義
の
未
来
に
か
ん
し
て
知
ろ
う
と
す
る
多
く
の
国
民
に
提
起
す
る
も
の
で
あ
り
あ

り
ま
す
。」 

「
す
す
ん
だ
資
本
主
義
国
の
革
命
は
、
ま
だ
本
格
的
に
は
こ
の
地
球
上
で
実
現
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
た
し
か
に
、
新
し
い
、
人
類
の
偉
大
な
模
索
と
実
践
の
分
野
で
す
。
そ
こ
に
は
、

新
し
い
複
雑
性
と
と
も
に
新
し
い
可
能
性
が
横
た
わ
る
で
し
ょ
う
。
わ
が
党
が
、
人
民
解
放
、
労
働
者
階

級
解
放
の
科
学
に
も
と
づ
い
て
、
人
民
の
多
数
の
民
主
的
志
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
勇
敢
に
、
賢
明
に
、

で
き
る
だ
け
犠
牲
の
少
な
い
、
社
会
変
革
と
社
会
主
義
建
設
の
道
を
探
究
す
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
す
こ

と
は
、
人
民
と
真
理
に
た
い
す
る
重
要
な
義
務
で
あ
り
ま
す
」。 


